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 （たのしそうだな。わたしもみんなといっしょにあそびたいなあ） 

 わたしは、休み時間、一人ですべりだいのかいだんにもたれて、ともだちがおにごっこや

すべりだいをしてあそんでいるのを見ていた。 

 （よして、って言いにくいなあ）        ※註「よして」：（仲間に）入れて、まぜての意 

と思いながら、みんなのことを見ていたら、なきたくなってきた。なきそうになりながらず

っと見ていた。すると、 

 「いっしょにあそぼう。」 

と、まどかちゃんがさそってくれた。わたしは心があたたかくなった。空にとびはねるくら

いうれしくなった。はずむような気もちであそんだ。さっきまでのかなしい気もちはなくな

った。わたしもまどかちゃんのように、ともだちにやさしいことばをかけて、ともだちの心

をあたたかくしたいと思った。 

 プールでのじゆう時間に、はなちゃんが一人でいた。わたしは、（はなちゃんもみんなと

いっしょにあそびたくて、かなしい気もちでいるのかなあ）と思って、 

 「いっしょにあそぼう。」 

とさそった。すると、はなちゃんは、 

 「およぐれんしゅうをしているから、今日はいっしょにあそべない。ごめんね。」 

と言った。はなちゃんは、かなしくなかったんだ。一人でいても、かなしくないときがある

んだ。気もちはその人によって、そのときによってちがうんだ、と気づいた。 

 まどかちゃんもプールで一人でいた。（まどかちゃんもはなちゃんのように、およぐれん

しゅうをしたいから、一人でいるのかなあ）と思って、まどかちゃんのことをしばらく見て

いた。すると、まどかちゃんのかおがかなしそうになっていっているように見えた。（まど

かちゃんはみんなといっしょにあそびたいのかなあ）と思って、わたしは思いきって、 

 「いっしょにあそぼう。」 

と、まどかちゃんをさそった。まどかちゃんはにっこりわらって、 

 「いいよ、あまちゃん。」 

と言った。それからいっしょに水中おにごっこをした。とてもたのしかった。まどかちゃん

のかなしそうなかおが、にこにこしてうれしいかおになった。そんなまどかちゃんを見て、

わたしもうれしくなった。 

 いままで、人にやさしいことばをかけることがしんせつだと思っていた。でも、それだけ

では本当のしんせつではないとわかった。同じことばをかけても、その人の気もちによって

うれしかったり、うれしくなかったりする。その人のそのときの気持ちを考えて、その人が

してほしいことをすることがしんせつだと気づいた。これからも、その人がどんな気もちで

いるのか、どんなことをしてほしいのかを考えて、みんながえがおになれるようなしんせつ

ができる人になりたい。 


